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平成２１年度から２３年度までの３年間で 

約６億円を節減し 

市民サービス充実の財源としました 
 

 私は、市長に就任して以来、市役所の仕事を市民目線で見直し、民間にできることは

民間にお願いし、人件費総額の削減など経費の節減に積極的に取り組んでまいりました。 

 こうした取組みにより、こども医療費の無料化を中学３年生まで拡大、保育所整備や

感染症予防ワクチン接種の拡充など、市民生活に密接に関わる施策の充実に努めてまい

りました。 

 各年度における行財政改革の取組みの概要は次のとおりです。 

 

１ 平成 21 年度の経費節減・増収効果  ８，６０５万２千円 

  

項 目 ・ 内 容 削減額(円) 

○交際費の削減                  147 万 2 千円

 

○特別職人件費の減額                924 万 6 千円

市長給与（30％）、副市長給与（20％）、教育長給与（15％）    

 

○職員数の削減  13 人減            7,263 万 4 千円

 (H20.4.1) 626 人→(H21.4.1)613 人  

   

○事務事業の見直しによる減  265 万円

広報ふじみの見直し（フルカラーを 2色刷りに変更）  

  借上げバスの廃止 

  職員昇任試験に係る業務委託の廃止 

  市統計調査員手当の廃止 

  水防団員報酬の廃止 

  協議会負担金の減  

  たばこ増収対策協力金の廃止 

  講座講師謝礼の減 

 

全国都市問題研修費等の削減 

    

○歳入の確保 5 万円

公用車（1台）のインターネットオークションによる売却  

市民目線で、市民の税金をむだなく活用 

行財政改革を徹底して推進しています 
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２ 平成 22 年度の経費節減・増収効果   ３億３，７７９万５千円 

 

項 目 ・ 内 容 効果額 

○交際費の削減                  36 万 5 千円

 

○特別職人件費の減額              899 万 8 千円

市長給与（30％）、副市長給与（20％）、教育長給与（15％）    

○職員数の削減  29 人削減 

 (H21.4.1) 613 人→(H22.4.1)584 人 

 

2 億 3,026 万 1 千円

○職員の手当等の廃止 1,364 万 5 千円

職員の勤続二十年表彰、記念品の廃止 

持ち家手当て一部廃止                 

 

○事務事業の見直しによる減 1,723 万 3 千円

広報ふじみ印刷製本費の入札による減 

東入間防犯協会と東入間地区暴力排除推進協議会の統合による負担金減 

ふじみ野駅放置自転車対策負担金の減 

前払い制による道路照明灯及び防犯灯の電気料金の削減 

みずほ学園に理学療法士(職員)の配置による経費削減 

対象者の見直しなどによる敬老祝い金の削減 

全国都市問題研修費等の削減 

特別支援学校送迎バス運行委託経費の削減 

ふじみ野交流センター駐車場増設による駐車場借上料の減 

手話通訳派遣事業（三芳町との共同開催による経費の削減） 

 

○中央図書館・ふじみ野分館の指定管理者(民間業者)への移行 

                     （約 4,000万円の減） 
－

・13 日間の開館日の増＋1日 1時間 30 分～2時間の延長   

・17 名の職員の配置換えによって、運営費約 4千万円の節約。   

    

○キラリふじみ指定管理料の削減 165 万 8 千円

   

○水道事業の包括業務委託実施（平成 22 年 10 月～） 

お客様センターを設置し、検針、料金収納等の事務を民間に委託 

                 ※効果額は１年間分として計上 

※2,842万7千円

 

○平成 21 年度実施の事業仕分けの反映 2,545 万 8 千円

生ごみ処理機購入費補助の廃止        
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中小企業緊急融資資金預託金の廃止      

勤労者住宅資金預託金の廃止         

市民葬祭事業の廃止             

駅前自動車対策事業の見直し        

高齢者入浴料助成金の見直し         

ＩＴ推進事業（電子申請共同システムサービス提供業務）の見直し   

在宅障害者社会福祉促進事業（福祉タクシー利用料金補助)の見直し     

 

○歳入の確保 1,175 万円

旧貝塚集会所用地売却 （インターネット公売）        

車両売却 （車２台、バイク１台）（インターネット公売） 
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３ 平成 23 年度の経費節減・増収効果   １億７，６６５万４千円 

 

項 目 ・ 内 容 効果額 

○交際費の削減  

 

○特別職人件費の減額 

市長給与（30％）、副市長給与（20％）、教育長給与（15％）  

 

○職員数の削減 12 人減（全職員数） 

（Ｈ22.4.1） 584 人 → （Ｈ23.4.1）572 人 

  

○補助金の見直し 

地域福祉事業補助金の廃止 

 

○平成 21 年度実施の事業仕分けの反映 

高齢者入浴料助成金の見直し 

配食サービスの単価と対象者の見直し 

広報ふじみ印刷製本費の入札による減 

キラリふじみ指定管理料の削減 

勤労者住宅資金預託金の見直し 

 

○事務事業評価の反映 

富士見市記念日式典の見直し（周年開催とすることによる減） 

 

○負担金、補助金の見直し（仕分け・補助金見直し分除く）  

社会福祉協議会運営補助事業 

入間地区小学校長会負担金 

入間地区中学校長会負担金 

県都市計画協会負担金 

県都市出納事務協議会県西ブロック会負担金 

 

○事務事業の見直し（仕分け・事務事業評価分を除く） 

・家族介護用品給付費 

・警備・空調保守委託等の契約 

 

○ 関沢児童館、児童活動センターの指定管理者への移行 

 ・諏訪児童館における日曜開館の実施（第３日曜休館年間４０日増） 

 ・関沢児童館における夜間開館の増（月１回⇒２回） 

 

22万8千円

885 万 9 千円

1億 2,625 万 9 千円

 

 

35 万円

 

 

2,015 万 1 千円

 

 

 

 

 

 

20 万 1 千円

 

 

573 万円

 

 

 

 

 

 

23 万 6 千円

 

 

 

1,200 万円
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○財源の確保 

有料広告掲載料（ホームページバナー、封筒） 

264 万円

 

 


